
■はじめに 

 湯沢市では、平成 28年に多様な交通サービスの組み合わせや住民・事業者・行政など関係者の連携による持

続可能な交通ネットワーク形成を目的とした「湯沢市地域公共交通網形成計画」、令和２年にはさらなる利便性

の向上や利用促進を図り、日常の生活を支える移動手段の維持確保を目的に、「第２次湯沢市地域公共交通網形

成計画」を策定し現在に至っています。 

 「湯沢市地域公共交通計画」は、社会情勢が大きく変化し、地域内の人口減少や高齢化に加え、ライフスタイ

ルの変化やモータリゼーションの進展等などから公共交通サービスの利用者が減少する中、地域の関係者の連

携・協働（共創）を通じた地域の活力維持や個性あふれる地方創生の推進が求められている状況を踏まえ、第１

次計画で育て、第２次計画で守ってきた地域公共交通を将来にわたって持続可能な移動の手段として未来につな

げていくために、地域公共交通の新たなマスタープランとして策定しました。 

 計画区域  本市全域   計画期間  2024（令和６）年度～2028（令和 10）年度までの５年間 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本計画の位置づけ 

■地域公共交通の現状 

 本市の地域公共交通網は、幹線となる路線バス

や鉄道と、交通空白地域を補完する乗合タクシー

で構成されており、地域公共交通以外にも様々な

分野における交通サービスが運行されています。 

 その一方、地域公共交通の利用者は減少傾向に

あり、運転手の担い手不足も深刻化し、冬季の降

雪・路面凍結等に対する安全性の確保や、ニーズ

の多様化への対応など、地域の実情に合った地域

公共交通の整備が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市民アンケート調査 

 本市における地域公共交通の利用状況や利用者の意向を把握するため、市内在住の 15歳以上の方を対象にア

ンケート調査を実施しました。直近１年以内に公共交通機関を利用した人は約 20％程度であり、将来の地域公共

交通に対して、どの年代においても半数近くの人が不安を持っていることがわかりました。 

 主な回答結果  

   

図 4 公共交通機関の利用状況                                       図 6 地域公共交通への不安 

       (直近１年以内)                                           （年齢別） 

■地域公共交通における問題点・課題 

 現況調査やアンケートの結果から、本市の地域公共交通には次のような問題点・課題が挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

■基本理念・基本方針 

 本市が目指すまちの将来像やまちづくりの方針等を踏まえ、本計画の基本理念を次のように定め、地域公共交通

の課題から設定した３つの基本方針により、達成状況を評価しつつ持続可能な地域公共交通の構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

湯沢市地域公共交通計画（2024-2028）【概要版】 

湯沢市都市計画マスタープラン 

湯沢市立地適正化計画 

湯沢市地域福祉計画 

など  

湯沢市総合振興計画 
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■地域公共交通の将来像と目標 

 本市では、地域間の連携を維持・強化することで、市民生活を支え、活力を生み出す集約型都市構

造を目指すものとします。目指す地域公共交通の将来像の実現に向けて、達成すべき目標を設定し、

それぞれの目標に対する取組施策の検討・実施を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 地域公共交通の将来像 

表 1 地域公共交通の役割 

連携軸 地域公共交通 路線名 

広域連携軸 鉄道 JR 奥羽線 

県をまたぐ移動や圏域間の移動を支

え、広域的な交流や連携を促進する 

公共交通ネットワーク 

高速バス 高速秋田線・グリーンライナー号 

地域連携軸 路線バス 

(広域路線) 

湯沢横手線・岩井川線・西馬音内線 

・横手小安線 
市外への移動を支え、広域的な交流や

連携を促進する公共交通ネットワーク 

地域内ネットワーク 路線バス 

(市内路線) 

湯沢小安線・横堀線・山田線 

・雄湯郷ランド循環線（右回り、左回り※） 
地域内の移動を支え、日常生活の足と

なる役割を担う公共交通ネットワーク コミュニティバス 大門線 

タクシー 市内全域 

乗合タクシー 湯沢沼館線・弁天線・切畑線・石塚線・沼湯線 

・岩城線・三ツ村線・東山線・秋ノ宮線・院内線 

・藤倉線・湯ノ沢線・若畑線・沖ノ沢線 

 

 

基本方針１ まちづくりと連携した日常の生活を支える地域公共交通 

目標１  

拠点、ネットワークの再編 

取組施策１ 

交通拠点の整備 

（１）交通拠点の整備 
  ・基本機能として既設施設の一角に机や椅子を整備 

  ・サービス機能としてデジタルサイネージを設置 

取組施策２ 

拠点間運行体制の整備 

（１）公共交通空白地域の移動手段の確保 

（２）市内の交通リソース維持のための支援 

（３）地域内移動を促す新たな手段の検討 
  ・定期乗車券や定額乗り放題など 

 【検討例】公共交通の乗継に対する利用者の不満が多い高松地域・

秋ノ宮地域を対象に、中心市街地や地域の中核病院への

直通便を検討 

目標２ 

移動を契機とした 
にぎわいの創出 

取組施策３ 

地域のにぎわい創出 

（１）拠点施設におけるイベント開催 
  ・臨時キッチンカーや移動販売、朝市など 

（２）拠点周辺スペースの有効活用 
  ・地域住民の活動の場としての有効活用策について検討 

目標３ 

運行状況の見える化促進 

取組施策４ 

運行情報に関する 
データの整理 

（１）運行情報のオープンデータ化 
  ・停留所の座標情報や時刻表の運行情報をオープンデータ化 

（２）リアルタイム運行状況データの収集 
  ・運行車両への GPS 機器の設置 

（３）データの各種サービスへの反映・更新 
  ・オープンデータや運行情報データを各サービスに反映・更新 

取組施策５ 

運行情報の提供 

（１）拠点施設への大型表示装置の設置 

（２）新たな情報提供システムの導入 
  ・スマホや PC 等で運行情報が確認できるシステムの導入・運用 

基本方針２ 誰でも利用しやすく分かりやすい地域公共交通 

目標４ 
移動に不安のある方への 
配慮 

取組施策６ 

移動に不安のある方への支援 

（１）地域内の輸送資源の把握 
  ・地域内の民間事業者が所有する輸送資源を把握 

（２）輸送資源の新たな交通サービスとしての活用検討 

目標５ 

利用者の利便性向上 

取組施策７ 

電子決済の導入支援 

（１）公共交通機関へのキャッシュレス機能の導入 
  ・市内事業者との連携による WEB アプリと QR コードを活用した 

キャッシュレス決済の導入 

取組施策８ 

多言語化の取組支援 

（１）多言語表記の案内板の設置 
  ・バス・タクシー乗り場に数か国語で表示した案内板を設置 

（２）翻訳アプリの導入・運用 

基本方針３ 多様な主体が連携し持続可能な地域公共交通 

目標６ 

担い手不足解消や 
啓発活動支援 

取組施策９ 
乗り方教室、安全教室の 
開催支援 

（１）交通事業者による啓発活動の支援 
  ・乗り方教室や安全教室を開催している交通事業者への支援 

取組施策 10 

２種免許取得支援 

（１）湯沢市ふるさと企業振興補助金の活用促進 
  ・湯沢市ふるさと企業振興補助金の紹介と活用を促進 

（２）資格取得支援事業による運転免許取得の支援 

目標７ 
多様な主体の連携 

取組施策 11 
貨客混載交通、混乗交通 

（１）貨客混載・混乗交通のあり方・可能性の検討 
  ・本市における貨客混載・混乗交通導入の可能性を検討 

目標８ 

新たな交通サービスの 
提供 

取組施策 12 

環境に優しい公用車 
カーシェア 

（１）公用車のカーシェアリングの導入 
  ・公用車を利用しない土日祝日等に市民や観光客等が利用できる

ようカーシェアリングを導入 

（２）低公害車の公用車導入 
  ・環境に優しい車両（ハイブリッド車等）を公用車として導入 

取組施策 13 

地域主体の交通サービス 

（１）地域主体の交通サービスの導入検討 
  ・自家用有償旅客運送制度の活用など 

（２）新たな交通サービスの可能性の検討 
  ・地域運行型ライドシェアや Maas の取組など 

 
※は地域内フィーダ系統補助金活用系統 
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